
　だんじりの運行に関しましては各地区の運行責任者の元、世話人と呼ばれて
いる人たちが万全の注意を持って警備しております。ご見学の皆様も、だんじり
の動いている時などに近づきすぎたり、前方を横切ったり等の危険な行為をなさ
らないようにご協力をお願い致します。パレードの際には、だんじりに近づいてい
ただける時間を設けておりますので、その際に各町のだんじりを存分に楽しんで
いただけたらと思っております。しかし、一旦だんじりが動き出しますと、大変危険
です。その前には前出の「世話人」から案内を差し上げますので、楽しいパレー
ドや祭礼を実行するためにも、又、今後もこの地でパレードを続けていく為にも、
世話人や安全協会会員の案内に従っていただけますように皆様のご協力をお
願いいたします。
　皆様もご存じの通り、数年前の明石市の花火大会での事故以降、警察側の
警備に関する注意事項もかなり厳しくなっております。祭礼関係者も最善の注
意を払いますが、ご見学の皆様も事故発生する事のないように、ご協力をお願
い申し上げます。

安全警備とそれに伴うご協力のお願い
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（諸事情により変更される事があります）

弐
新
反
高
橋

新
反
高
橋

5月3日　14：30
森・深江・青木3台集結

日よけテントなどはありません。
事故・トラブルなどの責任は負いかねます。
日よけテントなどはありません。
事故・トラブルなどの責任は負いかねます。
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摂津本山駅

岡本駅

ガード 踏切

横断禁止区間（山手幹線）

迂回路迂回路

迂回路迂回路

福祉スペース

P

主に車椅子の方（付き添いの方も可）

●迂回のお願い
●福祉スペースの設置

平成28年5月4日（水・祝）時間：/12：30～15：00
歩行者及び自転車の方は
迂回にご協力お願いします。

子ども
パレード
子ども
パレード

12時30分から
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弐

田中宮入
5月4日午後8時30分～三王神社での
宮入。5月5日午後9時～三王神社前で
の練りは必見。田中魂ご覧あれ！！

参

𩵋﨑宮入
4日は、親地車での本山パレード参加。5日
には、子ども神輿、子地車、親地車3台で
の町内巡行、夜の宮入も見どころです。

四

大日女尊神社宮入
５月５日午後９時３０分頃より宮入を行
い最後の庫屋入れでの熱気溢れるパ
フォーマンスをお楽しみ下さい。

五

保久良みこし
今年の昇番地区は、小路地区です。
５月５日、保久良神社より鷺宮八幡神社
へ御神輿渡御。是非、ご覧下さい。

六

新反高橋
5月5日14時頃、住吉神社庄内地区岡
本、野寄、横屋、西青木の4台が顔を合
わせ、宮入へむかいます。

七

森宮入
毎年恒例で5月4日、夕刻5時半頃、森と中野の境界付近で保
久良神社への宮入の為、中野、小路、北畑、田邊の地車が集
結します。森地区地車もお迎えし無事、宮入されるよう、お見送
りいたします。ここも一つの見所です。

八

鷺の宮宮入
５月５日に保久良神社からの御神輿渡御をお迎えす
るため、４日の宵宮午後８時３０分より、北畑・田邊・小
路・中野の４地区の地車が保久良神社御旅所に集
結し、勇壮且つ華麗な宮入を行います。

九

本住吉神社庄内地区宮入
５月５日午後3時頃より本住吉神社に於い
て庄内氏子として宮入を奉納します。
豪華絢爛な地車が揃います。

拾

春日神社宮入
今年も地区の子供たちと一緒に本山パレードに
参加します。また５日の本住吉神社宮入、町内で
の夜の練りは実に勇壮です。ご期待ください。

5月4日・5日
宮入5月4日　11：00

5月3日
宮入 21：00森

だんじり見どころ

パレードとは
違った迫力を
見てみよう!!

山手幹線

国道2号線

四宮入
5月4日　21：00
5月5日　21：30

10

九5月5日
宮入　15：00～
野寄、横屋、
西青木、岡本

14：00
＜野寄、岡本、横屋、西青木＞

21：15

21：15

9：00

神戸東灘うはら

パレード当日は通行規制が実施されます。
何かとご迷惑をおかけいたしますが、
ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 
詳しくは右記の迂回図をご覧下さい。

見どころ

第29回 本山だんじりパレード開催！！
5月4日（水・祝）13時スタート！！　山手幹線（摂津本山駅北側）壱

神戸市の住吉川以東地区から

10地区の「だんじり」が参加します！！
神戸市の住吉川以東地区から

10地区の「だんじり」が参加します！！
神戸市の住吉川以東地区から

10地区の「だんじり」が参加します！！

2番2番
演技演技

3番3番
演技演技

4番4番
演技演技

1番1番
演技演技

田邊田邊 野寄

田中 森 北畑 小路

中野 岡本

　
春
光
う
ら
ら
か
な
季
節
を
迎
え
、こ

の
本
山
の
地
に
も
太
鼓
と
鐘
の
音
が
鳴

り
響
く
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、五
月
四
日
に
行
わ
れ
て
い
る「
本

山
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド
」も
今
年
を
も
っ

て
二
十
九
回
目
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も

東
灘
区
役
所
を
は
じ
め
、東
灘
警
察
署

ま
た
は
岡
本
商
店
街
等
の
各
種
団
体
様

の
ご
指
導
な
ら
び
に
お
力
添
え
、何
よ
り

も
地
域
住
民
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力

の
お
か
げ
で
す
。こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
本
山
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド
に
集

結
す
る
十
基
の
だ
ん
じ
り
で
す
が
、元
は

五
つ
の
神
社
の
祭
礼
に
曳
き
出
し
を
し

て
い
ま
す
。地
域
や
神
社
に
よ
っ
て
だ
ん

じ
り
の
大
き
さ
、掛
け
声
、鳴
り
物
な
ど

違
い
は
様
々
で
す
。そ
の
違
い
を
見
聞
す

る
の
も
一つ
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
本
山
連
合
青
年
会
に
所
属
し
ま

す
青
年
会
な
ど
の
全
て
団
体
は
、夏
に
は

盆
踊
り
、冬
に
は
年
末
特
別
警
戒
、他
に

も
防
災
訓
練
な
ど
積
極
的
に
地
域
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。先
代
の
方

々
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
大

切
に
し
つ
つ
、新
た
な
試
み
を
考
え
実
行

す
る
、そ
れ
を
後
任
に
伝
え
て
行
く
。こ

の
よ
り
よ
い「
だ
ん
じ
り
祭
り
」を
継
承

し
て
い
く
こ
と
が
我
々
世
代
の
や
る
べ

き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
年
も
是
非
、

本
山
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
継
続
さ
せ
て
行
く
た
め
の
ご
支
援
、ご

声
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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の
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こ
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ら
だ
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り
囃

子
の
音
色
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、改
め

て
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。区
内
が
だ

ん
じ
り
一
色
と
な
る
こ
の
季
節
は
、自
然

と
心
が
弾
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思
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で
す
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と
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で
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と
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の
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が
、
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を
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す
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た
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は
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を
つ
な
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、地
域

の
絆
を
深
め
る
郷
土
文
化
で
あ
り
、世

代
を
超
え
て
た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ

つ
づ
け
て
い
ま
す
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今
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も
総
勢
三
十
一
基
の
だ
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じ
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が
、区
内
を
駆
け
巡
り
ま
す
。ど
の
だ
ん

じ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
に
、精
巧
な
彫
刻
が

施
さ
れ
、夜
に
見
ら
れ
る
明
り
の
灯
さ

れ
た
提
灯
も
ま
た
、見
る
者
を
魅
了
し

ま
す
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で
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だ
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と

と
も
に
、地
域
の
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東灘区長

（田邊、𩵋崎、西靑木、野寄）


